
 

 

 

 

 

１ 表現の学校 

○ 令和５年度の活躍状況 

  ・南日本新聞作文・詩・俳句（３回） 

○ 隔週の「ソーシャルスキルトレーニング」 

の実施 

２ 花いっぱい運動の推進（みどりの時間） 

 ○ 毎週木曜日に教児一緒に草取りや花      

植え活動 

３ ふるさと・コミュニケーション科での地域人材を活用した体験活動の推進 

○ 薩摩川内元気塾で「地引網・ろこぎ体験」の実施 

○ 運動会・地域行事での手打ばやし・手踊り披露 

４ 令和５年度各種大会・コンクール等の活躍状況 

○ 市「歯と口の健康週間」図画ポスターコンクール 銀賞１名 

○ さつま町「歯と口の健康週間」図画ポスターコンクール 佳作１名 準佳作２名 

○ 県図画作品展 市審査会 入選６名 

○ 県作文コンクール 市審査会 特選２名 入選 4名      

○ 市理科作品展  特選１名 入選２名  

○ まごころ児童絵画展  スマイル賞２名 インパクト賞２名 のびのび賞２名 

○ トンボロ芸術村コンテスト 絵画の部 入選１名 

○ 南日本新聞社 若い目：掲載２本 子供のうた：掲載１本   

           

 

 

 

 

 

 

 

 

【研究内容】 

１ 学習課題の提示方法 

(1) 必要性、自律性、関係性、有用性のある 

  学習課題の設定 

(2) 多様な考えがうまれる提示の仕方 

２ 学びの見通し 

 (1) ワークシート・板書の構造化 

 (2) 学習の進め方ボードの活用 

３ 考えの類型化 

(１) 学び合いを深める掲示方法 

(見出しによる仲間分け) 

 (2) 教師による多様な考えの提示 

４ 学び方の育成 

(1) 「問い返し発問」による学び合い(伝え合いボード) 

(2) 今後の学び合いにつながる振り返り 

(3) 「学び合いチェックシート」による学び方の指導 
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〒896－1601 

鹿児島県薩摩川内市下甑町手打 1010 番地 

電話 09969－7－0024 

FAX 09969－7－0201 

  URL  http://www.edu.satsumasendai.jp/teuchi 

 

 

令和６年度 特色ある教育活動
キャッチフレーズ 
「花とあいさつと表現の学校」 

 

 

 

 

本校は下甑島の最南端にあり、校区内には手打浜をはじ

め、佐野浦海岸、釣掛﨑灯台など素晴らしい景観に恵まれ

ている。古い歴史をもち、地域の学校に対する愛着は深く、

また学校教育への期待も大きい。そのため、PTA 活動をは

じめ、地域の方々は大変協力的である。平成 24 年度から

子岳小が統合し校区が広がった。 

 

 

明治初年    手打学館設立 

７    ４ 簡易科小学校開設 

    ２５    ７ 手打尋常小学校創立 

昭和１３    ３ 手打国民学校と改称 

２２    ４ 手打小学校と改称 

３５    ９ ミルク給食開始 

４６    ４ 校舎新築 

４９    ６ 新校舎落成 

５４    ５ 校庭全面芝植栽 

５５    ２ 校旗制定 

５９    ３ 創立１１０周年記念式典，記念碑建立 

平成 ２    ２ プール完成 

３    ２ 校舎大規模改修工事完了 

３    ６ 海亀のふ化場設置，海亀放流９９匹（８月） 

４    ５ 金管バンド結成 

１０ 青少年赤十字加盟 

６    ２ 創立１２０周年記念式典 

１５  １０ １３０周年記念幼・小・地区合同大運動会 

１６  １０ 合併により薩摩川内市立手打小学校となる 

１７   ３ 南日本作文コンクール椋鳩十賞（学校賞）受賞 

１８   ８ 全学級扇風機設置（PTA寄贈） 

    ２１   ３ 全九州綱引選手権大会準優勝 

２３  １１ 海陽中学校校区小中一貫教育実践発表会 

２４   ４ 子岳小学校統合 

２５   ３ 第 50回MBC ﾗｼﾞｵ私たちの作文ｺﾝｸｰﾙ優秀学校賞 7年連続受賞 

２６  １１ 校舎耐震化工事完了 

２７   ９ 第１回小･中･校区合同運動会 

２８  １１ 体育館トイレ改修・スロープ設置 

２９   ８ 県図画作品展優秀学校賞受賞 

２９  １１ 体育館前非常灯設置 

３０  １２ 海陽中学校区小中一貫教育研究公開 

３１   ４ 「毎月 23日は子どもといっしょに読書の日」 

ポスターコンクール学校賞受賞 

令和 ２    ３ まちづくりウオッチング夢絵画コンクール学校賞受賞 

４ 「毎月 23日は子どもといっしょに読書の日」 

ポスターコンクール学校賞受賞 

令和 ３   １１ 県民週間ポスター原画コンクール 学校賞 

令和 ４    ４ 「毎月 23日は子どもといっしょに読書の日」 

ポスターコンクール学校賞受賞 

     １０ 体育館暗幕改修工事（150周年記念事業） 

１１ 県教育庁指定「へき地・小規模校教育」研究公開 

令和 ５  10 「複式教育」自主研究公開 

       11 創立１５０周年記念式典 

 

 

学校の概要

自ら気付き， 自 ら考 え， 共に学び合 う子供の育成 
～深い学びにつながる学び合いの授業を通して～ 

 

手打小学校 

研究主題



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
魅力ある学級 

 ○ どのような立場の人とも共に 

  学び合い、助け合う学級 

 ○ 自他の心と体を大切にし、目   

標に向かって進む学級 

 

 魅力ある授業 

 ○ 人や課題に積極的に関わり、   

学ぶことが楽しいと感じる授業 

 

 ○ 学んだことから新たな問いを   

見つけたり、学びを日常生活に   

生かしたりしたくなる授業 

 

 魅力ある人 

 ○ 命や健康を大切にし、生涯に   

わたって意欲的に学び続ける人 

 ○ 相手の気持ちを推測し、相手   

に寄り添うことのできる人 

 

 

 魅力ある地域 

 ○ 住民全員で子供たちを見守    

り、関わり、子供たちが安心し   

て生活できる地域 

 ○ 多様な人、文化を理解し、お   

互いに尊重しながら共に生きる 

  地域  

学 年 男 子 女 子 合 計 担  任 

１年 ２ ０ ２ 
堀之内 翔 

２年 ３ ２ ５ 

３年 ０ １ １ 
德永 響子 

４年 １ ２ ３ 

５年 ０ ２ ２ 
宮﨑 一樹 

６年 １ １ ２ 

合 計 ７ ８ １５  

職 名 氏  名 職 名 氏  名 

校長 森木 淳一 養護教諭 深水 ゆりか 

教頭 原田 和彦 事務職員 福迫 裕介 

教諭 堀之内 翔 学校主事 平野 八恵子 

教諭 德永 響子 司書補 益満 みづき 

教諭 宮﨑 一樹   

 1年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 合計 学級数 

R６年度 ２ ５ １ ３ ２ ２ １５ ３ 

７年度 ６ ２ ５ １ ３ ２ １９ ３ 

８年度 ３ ６ ２ ５ １ ３ ２０ ４ 

９年度 ２ ３ ６ ２ ５ １ １９ ３ 

１０年度 ３ 2 3 6 2 5 ２１ ３ 

Ⅰ 令和６年度学校経営の概要 Ⅱ 学級編制   （ ）は特別支援学級児童数：別掲     

Ⅲ 児童数・学級数の推移（見込）

Ⅳ 校時表

Ⅴ 職員構成

Ⅵ 校務分掌組織

学 校 教 育 目 標 

豊かな心とたくましい体をもち、多様性に満ちた

社会の中で、共に生き、学び続ける子どもの育成 

  【キャッチフレーズ：花とあいさつと表現の学校】 


